
シュシュの使い場所

台所・食堂・居間等の居住空間へシュシュ BLUE 

寝室で、ベッド・枕・カーテンへシュシュ BLUE 

バスタブ・バスルーム・ミラー等へシュシュ GREEN 

トイレ 壁・便器へシュシュ BLUE

肌着・洋服へシュシュ BLUE 

加齢臭・花粉対策 

車内へ シュシュ BLUE 
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日本国有の山から採取した鉱物ミネラルと純水のみで作られた、天然ミ

ネラルミスト。  無臭、無害で消臭抗菌作用があり、あなたの生活を快適

にケアし続けます。  

（成分）鉱物ミネラル、純水 Made in japan 350ml 

「シュシュ ブルー」の成分は、日本国有の山で発掘される天然鉱物ミネラルと純水の

み。 

天然鉱物ミネラルには臭い成分を分解するだけでなく、浮遊菌や、ホルムアルデヒドなど

の有機物質も分解するという、驚くべき能力があります。 

使い続けることで空気は浄化され、安心して暮らせる環境を保つことができる。 

つまり、「シュシュ ブルー」の目的は単なる「消臭」ではなく、「空気を洗う」というこ

となのです。 

使用場所 

▪ 玄関、リビング、ダイニング、寝室、子供部屋など

▪ キッチン、バス、トイレなどの水周り

▪ 衛生管理が必要な空間

▪ クルマなどの車内

▪ 衣服、洗濯物、靴などのケア

▪ ベッド、布団、枕などのケア

▪ 老人ホーム、病院、介護施設など

▪ 店舗、飲食店、厨房など

臭いを化学物質でごまかさず、 

ミネラルで分解し自然に帰す－

－それが「シュシュ」です

空気を洗う、天然ミネラルミスト 

シュシュ ブルー

シュシュと従来の消臭剤の違いとは？
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普通の洗剤は界面活性剤で汚れを落とすだけ。

「シュシュ グリーン」は岩塩・海洋ミネラルが油や汚れ、雑菌などを

自然のチカラで分解します。  

もちろん肌にも優しく、排水が河川や海を汚さない画期的な洗浄剤で

す。  

（成分）海洋ミネラル、純水、植物抽出液 Made in japan 350ml 

 従来の洗剤は、合成界面活性剤などを用いて汚れを浮かして洗い流すモノがほとんど。 

これでは、油分などの汚れはそのまま排水に混じり、河川や海などを汚してしまうことにな

ります。 

また、多くの洗剤は化学物質を含んでおり、地球環境に影響を与えたり、使う人が肌荒れな

どを引き起こしてしまう危険性があるのです。  

「シュシュ グリーン」の成分は、ソルトレイクで採取される海洋ミネ

ラル、純水、植物抽出液のみ。

海洋ミネラルには自然の持つ浄化作用があり、特に脂分を分解する抜群

の能力を備えています。  

ですから、そのまま排水として流しても、地球環境への負荷はまったく

問題なし。  

「洗う」ことで地球を汚さない、画期的な洗浄剤なのです。   

使用場所

▪ キ ッチンま わりの 油汚れ に

▪ フ ライパン 、鍋な どの油 汚れに

▪ ま な板、包 丁など キッチ ン用具の 除菌に

▪ 冷 蔵庫内や 電子レ ンジ内 の汚れに

▪ ト イレの拭 き掃除 ＆除菌 に

▪ 風 呂場や浴 槽のケ アや防 カビに

▪ 窓 や床など の拭き 掃除に

▪ ク ルマのウ ィンド ウの洗 浄、油膜 落とし

地球を汚さない、洗浄を 

シュシュ グリーン

シュシュと従来の洗剤との違いとは？
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シュシュ ブルーの成分「BK01」について

成分 BK01 は、太古から蓄積されてできた岩石から抽出した多種イオン化微粒子元素（鉱

物ミネラル）です。  

※ 原産地は日本の某山の地層より採掘された岩石です。

BK01の分解は一つの起因で発生する効果ではなく、イオン化微粒子元素が持つそれぞれの

特性が相まって、消臭や除菌、抗菌などの効果を生んでいます。  

また地球には、本来自然治癒力がありますが、それは地球が持つ様々な物質の自然の反応に

よる事も否定できません。  

BK01は、その地球の岩石をイオン化したミネラルだけを抽出して、さらに超微振動を加え

ることで微粒子元素の持つ超遠赤外線効果やマイナスイオン効果を効率よく持続発生させ

ます。 

この作用は空気中の酸素や水素と反応することで悪臭・雑菌・有害物質に影響をあたえます。

またこの作用と平行してイオン化微粒子元素の偏移元素は、 空気中の過酸化水素をはじめ

酸素や水酸基をラジカル化して一種の触媒的酸化作用によって、それらを無害化(分解)する

のではと考えています。 

BK01の酸化力については、非常に弱く目視出来ない臭いや雑菌など気体程度のものにしか

効果を認めません。そのことは逆に噴霧対象の素地を痛めることなくご使用いただけるも

のです。  

このことに一定の結論を見出すために、弊社では消臭、抗菌、除菌などに関わる様々な試験

をおこなっています。※下記試験データをご参照下さい。 

また、この現象は塗布面を阻害または消滅しない限りその効果は繰り返し続きます。  

※ 第三機関の消臭データや抗菌データは全て繊維に塗布し、完全に乾燥(およそ最長で 3週

間自然乾燥)させたものを使用しデータを取っています。 

この BK01は、幾多の現象や事実から反応作用(結合)と触媒的作用(分解)の両方を併せて行

われます。 

またこの 2 つの併せた酸化作用は、空気中の臭いや菌などに影響を与えるとはいえ動物や

植物には一切悪影響は与えることはなく、 逆に元来ミネラルとは人間はもちろん地球上の

生き物にはなくてはならない物質なのです。 

つまり BK01 は安全で必要な物質でありながら、この特異な作用性を利用することで様々

な分野で応用し安全に使用されることが可能なのです。 
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■ BK01の消臭効果とデータ

悪臭の原因であるアンモニアや酢酸、シックハウスの要因となるホルムアルデヒドにも効

果を発揮します。 

（財団法人 日本紡績検査協会近畿事業所 調べ） 

http://natula.co.jp/bunkaicom/pdf/test2-1.pdf
http://natula.co.jp/bunkaicom/pdf/test2-1.pdf
http://natula.co.jp/bunkaicom/pdf/test2-3.pdf
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http://natula.co.jp/bunkaicom/pdf/ryuuka.pdf
http://natula.co.jp/bunkaicom/pdf/piri.pdf
http://natula.co.jp/bunkaicom/pdf/iso.pdf
http://natula.co.jp/bunkaicom/pdf/test_new4.pdf
http://natula.co.jp/bunkaicom/pdf/test7.pdf
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■ BK01の抗菌テスト

肺炎かん菌、サルモネラ菌、黄色ぶどう球菌、大腸菌 0157、ＭＲＳＡなど、様々な有害菌

に効果を発揮します。 

（財団法人 日本化学繊維検査協会生物試験センター 調べ） 

99.9%除去 

http://natula.co.jp/bunkaicom/pdf/test_new3.pdf
http://natula.co.jp/bunkaicom/pdf/budou_b.pdf
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99.9%除去 

 

99.9%除去 

 

99.9%除去 

 

http://natula.co.jp/bunkaicom/pdf/budou_b.pdf
http://natula.co.jp/bunkaicom/df/o_157.pdf
http://natula.co.jp/bunkaicom/pdf/kan_b.pdf
http://natula.co.jp/bunkaicom/pdf/kan_b.pdf
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99.9%除去 

■ 抗ウィルス効果とデータ

■ インフルエンザ

http://natula.co.jp/bunkaicom/pdf/kan_b.pdf
http://natula.co.jp/bunkaicom/pdf/test_new1.pdf
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■ ノロウィルス

■ (安全性)経口毒性テスト

雌マウスを用いた急性経口毒性試験 

天然ミネラルミスト「分解式。」を検体として、雌マウスを用いた急性経口毒性実験（限度

試験）を行った。 

試験群には 2000mg/kgの用量の検体を、対照群には溶媒対照として注射用水を雌マウスに

単回経口投与し、14日間観察を行った。 

その結果、観察期間中に異常及び死亡例は認められなかった。 

このことから、検体のマウスにおける単回経口投与による LD50 値は、雌では 2000mg/kg

以上であるものと考えられた。 

※LD50値は 2000mg/kg以上は、ほぼ食塩の数値と同等です。

このことから「分解式。」の安全性が証明されました。

（財団法人 日本食品分析センター 多摩研究所 調べ） 

http://natula.co.jp/bunkaicom/pdf/test_new2.pdf
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■ 帯電防止効果とデータ

■ 花粉リリース効果とデータ

90.0%減少 

http://natula.co.jp/bunkaicom/pdf/keikoudokusei-test.pdf
http://natula.co.jp/bunkaicom/pdf/taiden.pdf
http://natula.co.jp/bunkaicom/pdf/kafun.pdf



